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 去る 2月 18 日に 2021 年度 2 回目の地域

連絡懇談会を開催することができました。

コロナ禍であり、蔓延防止期間でもあり、

本当に細心の注意を払って行いました。 

 この度は、光の園保育学校父母の会会長

島㟢聖照氏のお話を伺うことができまし

た。保育園の父母の会の活動と、その活動

と地域の関わりを話してくださいました。

千葉市出身の島㟢さんが墨田区に住んで感

じたこと、特に子どもたちを通してのかか

わり等、具体的なお話を通して伺うことが

でき、元気をいただきました。 

例えば、親水公園で釣りをしている時の

周りの方たちの声掛けの優しさや、ご自身

も公園で子どもと遊びに来ている保護者へ

の声掛けをしている話を聞いていると、子

どもだけでなく、子育てしている保護者の

間での連帯感のようなものを感じました。 

 本所に住む前はよそ者には冷たいのでは

ないかというイメージを持っていたという

ことですが、実際には全く違っていて、下

町文化であふれていて、お祭りも多く、自

分の町内会ではお互いに子どもの名前を知

らない人がいないのではないかと感じるく

らい、地域中で子どもに声かけをしてもら

っている、覚えてもらっていることで安心

しているし、本当に子育てにやさしい街だ 

 

と思う、という話をされていました。また、

公園には活気があり、幼子から年寄りまで

多くが過ごしていて、子どもが大人と話を

している姿もとても良いというのです。 

 保育園行事では、大バザーがなくなった

ので、父母の会で物々交換をしたこと、ク

リスマスプレゼントを園児たちへ贈るの

に、有志の保護者でたくさん話し合う時間

を持ったこと、大勢の保護者で集まって、

意欲的に楽しく意見を出し合ったというお

話を伺い、こちらも心温かくなりました。 

 昔、私も子育てをしていた時に、子育て

を終えたママから「学生時代の友だちもい

るけれど、幼稚園、保育園時代の保護者同

士の付き合いは、卒園しても、卒業しても

一生のお友だちになるよ」と言われたこと

を思い出しました。親も子どものためにや

っていることは確かだけれども、親同士も

そこに楽しみがあり、続けられるのだと思

います。その意味で光の園保育学校の父母

の会がコロナ禍でありながら、楽しく活動

できていることを聞くことができ、とても

うれしくなりました。 

4 月からは記念館学童クラブに通うお友

だち、その保護者の方もいて、ますます楽

しさが増えてきました。この時間がコスモ

ス会や地域の方と共有できて感謝でした。 
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「元気をもらった地域連絡懇談会」           加藤 輝勢子 
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